
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
◆会長あいさつ◆ 高橋 和之 会長 

本日は、多くの

ご家族の皆さんに

もご出席いただき

まして、誠にあり

がとうございます。

今回の家族納涼パ

ーティーを開催す

るに当り私自身大

変悩みまして、前年度役員・理事の皆様方や、諸先

輩の方々にご相談した経緯がございました。と申し

ますのは、東日本大震災復興の最中で、それどころ

ではないのではないかという心配があったからです。

そうした時に、相談した皆様が異口同音に、『新年度

体制の御家族に対するお披露目でもあり、新年度の

出陣式でもあるので、是非やって欲しい』との励ま

しのお言葉をいただきました。そのような事で心置

きなくやらせていただく事にいたしました。 
福島南ロータリークラブの更なる活性化のために、

私こと第４１代会長高橋和之と幹事の菅原節子さん

の二人三脚と１５名の役員・理事で、一年間精一杯

活動させていただきますので、皆様のご協力よろし

くお願い申し上げます。この例会あとの家族納涼パ

ーティーでは、小坂和也親睦活動委員長の特別な思

い入れをご披露いただけると伺っております。大い

にエンジョイ・ロータリーいたしましょう。 
さて、今年度 RI 会長のカルヤン･バネルジーさん

は、“すべては「家族」から始まる”と申しておりま

す。『家族と家庭は私たちの活動の核となるものです。

私たちの奉仕活動も全てここから始まります。そし

て、家族を通して私たちは地域社会に、さらには会

員全員がお互いにいたわり合う広い意味での家族の

ように、人類全体と接点を持っているのです。うれ

しいとき、手を差し伸べてもらいたいとき、一人ぼ

っちの人は誰もいません。・・・』とロータリーの友

７月号の RI 会長メッセージで述べておられます。こ

の家族例会を契機に家族の大切さを思い返したいも

のだと思うところでございます。 
話は変わりますが、先週の土曜日３０日に郡山市

で行われました地区の「ロータリー財団セミナー」

に行ってまいりました。従来の財団の印象は寄付集

めの財団の印象が強かったのですが、復興支援も財

団の役割であると認識いたしました。詳しくは、こ

のあと地区の財団委員でもあります高橋勇雄ロータ

リー財団委員長にご報告をお願いいたします。 

 
2011 年―2012 年 RI テーマ 

■会長 ： 高橋和之   ■幹事 ： 菅原節子 
■会報委員長 ： 松﨑弘昭   ■副委員長 ： 鈴木光一 
■委員 ： 丹治智幸 丹治洋子 福田昌明 

 
平成 23 年 8月 3日（水）サンパレス福島 

■メークアップ/21 名 ■修正/67 名 ■修正率/100％ ■会員/67 名 ■出席/46 名 ■出席率/68.66％ 第 5 回例会 

 今月・来月のプログラム 
 

8 月 20 日(土) 地区社会奉仕委員会セミナー 

8 月 24 日(水) 地区ゲストスピーチ 会員増強委員会  

8 月 31 日(水) IAC 例会 福島成蹊高校 16:45～ 

本日のプログラム 
 

１ 開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

３ マルチプル ピン贈呈 

４ 米山記念奨学会感謝状贈呈 

５ 地区財団セミナー報告 

６ 誕生者お祝い 

７ スマイリング報告 

８ 閉会点鐘 

 －家族納涼パーティー－ 

今週のトピックス 
夏休み中に県外の学校に転校を申し出ている県内の公

立小中学校の児童生徒は１，０８１人に上ることが分かり

ました。原発事故後の延べ人数は８，７００人以上になり

ます。このままでは若年層の極端に少ない地域になってし

まいます。何らかの対策が必要ではないでしょうか。 
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◆マルチプル ピン贈呈◆  
 
吉田 和義会員及び菅原 節子

幹事に贈呈されました。 
 

 
 
 

◆米山記念奨学会感謝状贈呈◆  
 
植木洋司会員、福田順一会員 
廣澤俊樹会員、本田光夫会員 
大野順道会員、鈴木定男会員 
高橋勇雄会員        

の７名に贈呈されました。 
 
◆地区財団セミナー報告◆ 
            高橋勇雄 財団委員長 

7 月３０日(土)郡山総合卸

センター組合会館にて実施

されました。平井財団委員長

他から詳細な説明があり、財

団の補助金の種類には、地区

補助金・マッチンググラン

ト・東日本大震災復興基金の３種類があり大いに活

用をしてほしいとの事でした。 

年次寄付恒久基金委員会の説明は、私からさせて

いただきました。年次寄付１名 US$１００と恒久基

金各クラブ１名以上のベネファクターUS$１，００

０が目標です。学友・奨学金委員会より国際親善奨

学生の募集を行っています。過去の奨学生には、国

連難民高等弁務官の緒方貞子さん、宇宙飛行士の山

崎直子さんなどの著名な方もいらっしゃるとの報告

もありました。 
 

◆誕生者お祝い◆  冨田 健三郎 会員 

４０周年記念例会及び祝

賀会が皆さまにご協力を頂

き成功裏に終わることがて

きました事に感謝いたしま

す。「奉仕の心」とは、誠心

誠意に献身的につくすこと。

それは私のおふくろがしたことかなと感じています。

また、そこにはお金では買うことのできない大切な

ものがあることも感じられます。 
－家族納涼パーティー－ 

◆委員長あいさつ◆ 小坂 和也 委員長 
心に残る家族納涼パーテ

ィーになるよう、親睦委員会

一丸となって頑張りますの

でご協力をお願いいたしま

す。今日は、自らも被災者で

ありながらシンガーソング

ライターとして歌を通じ

て被災者を励まし続ける

『涼風』のお二人をお招

きいたしました。素敵な

歌声をお届けいたします

のでどうぞお楽しみくだ

さい。 
 

武藤正隆会員の乾杯で、

楽しい納涼パーティーが

スタートしました。 

親睦活動委員による安

来節(どじょうすくい)

を大熱演、キマッテま

す！！ 

丹治洋子会員の司会のも

と、ビンゴゲームで盛りあが

り楽しい納涼

パーティーと

なりました。 

 

◆スマイリングボックス◆ 
親睦活動委員会 一年間宜しくお願い致します。 

高橋 和之会長 
親睦活動委員会の皆様盛り上げて頂きありがとうご

ざいます。         菅原 節子幹事       

家内と一緒にお世話になります。  
          冨田 健三郎会員      

親睦委員会さん、楽しい会をありがとう。 
廣澤 俊樹会員 

親睦委員会の皆様準備万端ご苦労様です。 
福田 順一会員 

スマイル  37,000 円 累計 245,000 円 
財団・米山  44,000 円 累計 228,000 円 

 
～ 一週一言 ～  潜在エネルギーの培養  
 

見てくれは堂々たる体格の人が案外に脆かったり

して精力の続かない人がいる。それに反して、見か

けは弱そうだが、非常に精力的で不屈不撓の人があ

る。顕在面と潜在面は釣りあわないことが多いもの

ですが、肝心なことは、潜在エネルギーを旺盛にす

ることです。 安岡正篤 一日一言より 
 
―編集後記―  
初めての編集で悪戦苦闘でした・・・（福田昌明） 


